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３回戦を快勝し、勢いに乗る両チーム。先鋒戦、茨城海老原は積極的に攻め込んで跳び込み面で先制するが、広島
有場は慌てることなく面を引き出しての出頭小手と気迫のこもった片手突きを決め逆転する。次鋒戦も同様に茨城
中村に引き胴を先制されるが、鋭い跳び込み小手と面に応じた見事な返し胴を決め、先鋒、次鋒とも逆転勝利で王
手をかけた。中堅戦は、両者今一つ思い切った技が出ないままに延長戦になる。もう後のない茨城鍋山は、機をと
らえた出頭面を鮮やかに決め副将戦へ望みをつなぐ。副将広島黒郷は面に応じた会心の返し胴で先制した。これで
広島の勝利かと思えたが、茨城西野は反撃に出て攻め込み、豪快に左胴、跳び込み小手を決め逆転の可能性を残し
た。しかし、大将戦、広島津田は一瞬の隙をつく引き面、絶妙なタイミングの引き小手を立て続けに決め、茨城の
逆転を許さなかった。両チームとも手に汗握る好試合であった。
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